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JPEGコーデックユニットの圧縮処理において、下記の注意事項がありますので御連絡いたします。 

 
 

【注意事項】 

圧縮時、出力符号データを 8で割った余りが 1～6バイトの時、余りの 1～6バイトの転送が正常に行われない事があります。

正常に転送が行われない場合、余りの１～6 バイトは、JPEG インタフェース圧縮デスティネーションアドレスレジスタ

(JIFEDA)が示すアドレスに上書きライトされます。 

※本モジュールは出力符号データを 16bit単位で扱います。 

そのため、符号データが奇数符号長の場合、最終符号は H’D9FFを出力します。（H’FFを付加します） 

余りが 1,3,5バイトの時、余りのデータ(1,3,5バイト)＋H’FFが JIFEDAに示すアドレスに上書きライトされます。 

 

[イメージ図] 

JIFEDAが
示すアドレス

FF D9

出力符号データ
FF D9

最終アドレスに書かれるはずだったデータが、
JIFEDAが示すアドレスに上書きされる。

XX XX

XX XX

 

 

【回避方法】 

圧縮時、出力符号データの転送が正常に行われたか確認し、正常に転送が行われていない場合はデータを補正する必要がありま

す。データ補正方法については、下記対策フローチャートを参照してください。 
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【対策フローチャート】 

[対策前] 

 

[対策後] 

圧縮開始

割り込み要因発生？

JINTS0のINS6=1？
(JEDI)

JINTS0のINS6フラグクリア

割り込み要求解除コマンド設定
JCCMDのJEND=1

JINTS1のDINLFフラグクリア

JINTS1のCBTF=1？
(JDTI)

Yes

No DINLF=1(JDTI)

No

Yes

Yes

入力画像データ再開コマンド
JIFECNTのDINTRCMD=1

JINTS1の全フラグクリア

圧縮終了

No

データ補正

図41.3 圧縮処理フロー
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[データ補正] 

JCDTCU,JCDTCM,JCDTCD読み出し *1 *1) JCDTCU,JCDTCM,JCDTCDから、圧縮データ量を読み出します。

*2 *2) 8で割った時のデータ余りが1～6バイトであるか確認します。圧縮データ量/8の余りが1～6？

保存したRAMから最終符号データ読み出し *3 *3) *1で読み出した圧縮データ量から、最終符号データ(0xFFD9)がライトされている
アドレスのデータを読み出します。

最終符号データ=0xFFD9(EOI)？ *4 *4) 最終符号データ EOI(0xFFD9)がライトされているか確認します。

JIFEDAが示すアドレスからデータ読み出し *5 *5) JIFEDAが示すアドレスから、*2で算出した余り分のデータを読み出します。

JIFEDAが示すアドレスのデータが
期待値と一致？

1～6バイトの最終データ修正

No

Yes

No

Yes

No

JIFEDAが示すアドレスのデータ修正

データ補正開始

データ補正終了

*6 *6) JIFEDAが示すアドレスのデータが期待値と一致するか確認します。
JPEGデータの先頭となりますので、期待値は0xFFD8(SOI),0xFFDB(DQT),

0x00XX(XX:量子化テーブル2の時0x84,3の時0xC5)となります。

*7 *7) 正常に転送が完了しなかったため、*6で読み出した1～6バイトデータを、
最終アドレスにライトします。

*8) データが上書きされてしまったため、JIFEDAが示すアドレスのデータを修正します。*8

Yes

[注] 符号データが奇数符号長の場合、最終符号はH’D9FFを出力します。
（H’FFを付加します）
そのため、余りが1,3,5バイトの時は、それぞれ2,4,6バイト分データを修正してください。

 

以上 


